
レジメン名　： PTX(3投1休)+サイラムザ(Bi-weekly)

疾患名　：　 胃がん

投与間隔（1コース期間）　： 28日間

総コース数　： PDになるまで

特記事項　：

投与
順序

レジメン内容
（医薬品名） 投与量

単位
(mg/㎡,V等）

投与方法
（手技）

投与時間
（速度等） 投与日(Day1等）

備考
（内服薬の用法等）

Rp. 1 生理食塩液　100ｍL 1 本 点滴静注 D1、D8、D15 ルート確保用/ﾌｨﾙﾀｰ付きﾙｰﾄの使用

生理食塩液　50mL 1 袋

ﾃﾞｷｻｰﾄ　6.6mg 1 瓶

ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg 1 本

ポララミン注　5mg 2 本

サイラムザ 8 mg/kg

生理食塩液　250mL 1 袋

4 生理食塩液　100ｍL 1 本 点滴静注 30分 D1、D8、D15

パクリタキセル 80 mg/㎡

生理食塩液　250mL 1 袋

6 生理食塩液　50mL 1 本 点滴静注 15分 D1、D8、D15

2021.6サイラムザ投与速度変更(化学療法委員会にて承認済のため医師サイン省略)

減量基準

減量規定
（副作用名等）

参考文献

減量条件
（検査値等） 抗癌剤名

減量割合等
（減量後の割合又は投与量）

・Fuchs CS, et al. Ramucirumab monotherapy for previously treated advanced gastric or gastro-oesophageal junction
adenocarcinoma (REGARD): an international, randomised, multicentre, placebo-controlled, phase 3 trial. Lancet. 2014; 383; 31-9
・Wilke H, et al. Ramucirumab plus paclitaxel versus placebo plus paclitaxel in patients with previously treated advanced gastric
or gastro-oesophageal junction adenocarcinoma (RAINBOW): a double-blind, randomised phase 3 trial. Lancet oncol. 2014; 15;
1224-35

3 点滴静注 D1、D15

2 点滴静注 30分 D1、D8、D15
サイラムザの分の生食を抜い
て全量250ｍLにする
初回60分、2回目以降30
分まで短縮可

5 点滴静注 60分 D1、D8、D15
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